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育
体
の
波
、止
め
て
く
れ
る
な

会
社
員
　
小
山
　
恵
理
子
３９

（東
京
都
世
田
谷
区
）

日
本
で
起
こ
し
て
ほ
し
い
、
柔
軟
な

働
き
方
に
拍
車
を
か
け
て
ほ
し
い
と

願

っ
て
い
た
。
本
当
に
残
念
な
結
果

で
あ

っ
た
。
た
だ
し
、
育
児
休
業
は

一
議
員
の
問
題
と
は
質
の
異
な
る
話

で
あ
る
。

こ
の

一
連
の
騒
動
で
、
日
本
の
波

が
止
ま
ら
な
い
で
は
し
い
と
強
く
願

一つ
。

自
民
党
の
宮
崎

謙
介
衆
院
議
員

が
、
妻
の
出
産
目
前
の
不
倫
疑
惑
を

事
実
と
認
め
、
議
員
辞
職
願
を
提
出

し
た
と
の
記
事
を
目
に
し
た
。
育
児

休
業
取
得
を
表
明
し
、
世
の
称
贅
と

批
判
を
受
け
た
国
会
議
員
の
姿
か
と

思
う
と
、
あ
ま
り
に
残
念
で
あ
る
。

私
は
、
育
児
休
業
を
取
得
し
、
職

場
に
復
帰
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー

だ
。
常
に
時
間
に
追
わ
れ
、
仕
事
で

は
効
率
化
を
最
優
先
さ
せ
、
い
か
に

結
果
を
出
す
か
考
え
て
い
る
。
幸
い

配
偶
者
は
、
家
事
が
得
意
。
加
え
て

職
場
と
実
家
も
近
く
、
仕
事
と
家
庭

の
両
立
は
で
き
て
い
る
。
そ
れ
で
も

職
場
に
向
か
う
私
を
見
送
る
娘
の
表

情
に
胸
が
痛
む
。
私
を
支
え
て
き
た

の
は
、
育
児
休
業
中
に
悔
い
な
く
娘

と
過
ご
し
た
記
憶
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
中
、
私
は
宮
崎
氏
に
期
待
し
て

い
た
。
家
庭
と
仕
事
の
両
立
の
波
を

心
が
温
か
く
な
る
「あ
り
が
と
う
」

中
学
生
　
圭自
木
　
瑠
南
１５

（山
形
市
）

り
、

「あ
り
が
と
う
」
と
言

っ
て
席

を
立

っ
て
い
き
ま
し
た
。

「あ
り
が

と
う
」
と
言

っ
て
く
れ
た
人
に
対
し

て
、
と
て
も
温
か
い
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
ち

ょ
っ
と
し
た
こ
と
を
通

し
て
心
が
温
か
く
な
れ
る
人
が
増
え

て
い
く
こ
と
に
期
待
し
た
い
で
す
。

口
告、熙
蕨
塔

拉
致
調
査
中
止

元
々
何
も
し
て
な
い
し
…

―
―
北
朝
鮮

擦
降
ド
」

力
づ
け
て
く
れ
た
母
の
手
紙

高
校
生
　
丸
山
　
香
織
１８

（宮
崎
市
）

「
ス
マ
イ
ル
。
ス
マ
イ
ル
。
　

な
に
心
強
か

っ
た
こ
と
か
。
そ

楽
し
み
な
さ
い
」
―
―
そ
れ
は

れ
は
試
験
の
出
来
、
不
出
来
ば

大
学
受
験
の
時
だ

っ
た
。
１
教

か
り
気
に
し
て
い
た
今
ま
で
の

科
目
が
緊
張
の
あ
ま
り
う
ま
く

気
分
を
変
え
た
。
こ
れ
ま
で
多

い
か
な
か

っ
た
。
周
り
の
受
験

く
の
勝
負
の
場
面
で
、
い
つ
も

生
ら
は
「簡
単
だ

っ
た
ね
」
「で

そ
ば
に
は
母
が
い
た
。

き
た
」
と
言
い
合

っ
て
お
り
、
　

　

こ
の
手
紙
の
お
か
げ
で
、
残

一
人
落
ち
込
ん
だ
。
そ
の
直
後

り

の
教
科

と
闘
う

こ
と
が

で

の
昼
食
時
は
試
験
の
こ
と
ば
か

き
、
無
事
今
年
の
４
月
か
ら
は

り
考
え
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
大
学
生
だ
。
こ
れ
か
ら
先
、
予
測

そ
の
時
、
弁
当
包
み
の
中
に

も
し
な
い
困
難
に
出
く
わ
す
か

あ
る
見
慣
れ
な
い
紙
に
気
付
い

も
し
れ
な
い
。
そ
の
時
の
た
め

た
。
母
か
ら
の
手
紙
で
、
丸

っ
　
に
こ
の
手
紙
は
大
切
に
持

っ
て

こ
い
字
は
ま
る
で
そ
こ
に
母
が

お
こ
う
と
思
う
。
自
分
を
信
じ

い
る
か
の
よ
う
で
あ

っ
た
。
文

夢
を
夢
で
終
わ
ら
せ
ず
に
実
現

の
最
後
に
書
か
れ
た

「楽
し
み

す
る
。
そ
れ
こ
そ
が
母

へ
の
最

な
さ
い
」
と
い
う
言
葉
が
ど
ん

一高
の
恩
返
し
に
な
る
だ
ろ
う
。

「あ
り
が
と
う
む
ざ
い
ま
す
」
。

赤
の
他
人
と
こ
の
言
葉
を
交
わ
す
場

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
バ
ス
で

す
。バ

ス
か
ら
降
り
る
時
、
運
転
手
さ

ん
に
「あ
り
が
と
う
る
ざ
い
ま
し
た
」

と
言

っ
て
い
ま
す
か
。
私
は
最
近
の

高
校
生
な
ど
に
、
そ
の
よ
う
な
姿
は

見
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち

は
お
客
さ
ん
と
い
う
立
場
で
す
が
、

乗

っ
て
あ
げ
る
の
で
は
な
く
て
、
乗

せ
て
も
ら
う
側
な
の
で
す
。
そ
し
て

運
転
手
さ
ん
に
命
を
守

っ
て
も
ら

っ

た
わ
け
な
の
で
、
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
る
の
は
当
然
だ
と
思
い
ま
す
。

も
う

一
つ
は
相
席
で
す
。
２
人
用

の
席
に
座

っ
て
い
る
私
の
隣
に
座

っ

て
き
た
人
は
、
無
言
の
ま
ま
座
り
、

無
言
の
ま
ま
席
を
立
ち
ま
し
た
。
な

ん
と
も
言
え
な
い
複
雑
な
感
情
に
な

り
ま
し
た
。
次
に
座

，
て
き
た
人
は
、

「す
み
ま
せ
ん
」
と
言
い
な
が
ら
座

お茶にしましよう

小林  トワ76(主婦・福岡県大牟田市 )|
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来
鞠
ヽ
構
築
い
韓

担
】
や
む
Ｇ
せ
い
「
膨
恭

雲
縄
翌
樽
ぐ

Ｎ
翌
々
側
Ｇ
「
理
】
盛
ふ
世
い
も

二
擢
お
照
】
そ
伊
К

一叫
い
こ
Ｄ
二
縄

ふ
ふ
＝
ヽ
い
つ
】
Ｅ
◆

目
Ｋ
い
ト

い
と
Ｒ
控
Ｑ
Ｉ
Ｒ
″対
的
お
的
０
縄

い
副
投
田
や
門
付
′ヽ

―
口
碑
蝉

Ｆ
捜
翠
灯
「経

選

ド
中ギ
　

岩

瑠

買

。や
鳴
逆
は
粒
冬
勺
や

碑
く
い
く
翌
台
母
や
球
廻
惑

。
金
“
貯
罵
栄

ぺ
盟
貯
景
含
Ｇ
寮
ミ
ト
く

′曽
Ｇ
や
や
『
巾

ミ
８

。
楔
つ
照
総
却
ミ
●
投
ヾ
ｏ
８
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Ｇ
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Ｇ
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器
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岬
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生
保
大
手
３
社
増
収

４
～
１２
月
貯
蓄
型
販
売
仲
び
る

生
命
保
険
大
手
４
社
の

が
伸
び
て
、
保
険
料
等
収

２
０
１
５
年
４
～
１２
月
期

入
が
前
年
同
期
比
１６

・
９

の
業
績
が
１２
日
、
出
そ
ろ

物
増
の
４
兆
３
０
３
８
億

っ
た
。
貯
蓄
型
保
険
の
販

円
。
基
礎
利
益
も
路

・
０

売
が
伸
び
て
、
売
上
高
に

物
増
の
５
１
０
３
億
円
だ

相
当
す
る
保
険
料
等
収
入
　
っ
た
。

は
明
治
安
田
生
命
保
険
以

　

第

一
生
命
保
険
は
、
子

外
の
３
社
が
増
収
と
な

っ
　
会
社
化
し
た
米
生
保
の
収

た
。
本
業
の
も
う
け
を
し

益
が
寄
与
し
、
保
険
料
等

め
す
基
礎
利
益
は
住
友
生

収
入
が
５

・
６
物
増
の
４

命
保
険
を
除
く
３
社
が
外

兆
１
６
６
３
億
円
。
基
礎

国
債
券
な
ど
で
の
運
用
が

一
利
益
が
２２

・
７
物
増
の
４

好
調
で
増
益
と
な

っ
た
。
　

１
９
２
億
円
だ

っ
た
。

日
本
生
命
保
険
は
、
外

　

明
治
安
田
生
命
は
、
長

賃
建
て
保
険
な
ど
の
販
売

期
金
利
の
低
下
を
受
け
、

銀
行
窓
口
で
の
保
険
販
売

ん

を
抑
制
し
、
保
険
料
等
収

ゎ
▼

玖
獅
８．
７ ．
廟
形
棚
勤
陵
朋

狩

益
は
１

・
３
物
増
の
３
３

９
１
億
円
だ

っ
た
。

住
友
生
命
は
新
商
品
の

販
売
が
好
調
で
保
険
料
等

収
入
が
１４

・
７
物
増
の
２

兆
１
７
３
８
億
円
。
変
額

年
金
の
支
払
い
の
た
め
の

準
備
金
の
積
み
増
し
が
影

響
し
、
基
礎
利
益
は
１３

・・

２
物
減
の
２
３
９
９
億
円

だ

っ
た
。

こくゃ(D

預金はタンスヘ ?
日銀が導入したマイナス金利政策を

受けて、タンス預金に利用するとみら

れる個人向けの金庫が売れている=写
真。金庫国内シェア 1位のメーカー「エ
ーコー」によると、マイナンバーの通知

カー ドが配布され始めた昨年秋からカ

個人向け金庫 売 り上げ好調

―ドの保管場所として需要が高まり、

出荷量が倍増。さらにマイナス金利政

策が発表されてから拍車がかかり、生

産が追いつかない状態が続くという。

売れているのは50もから120もまでの

サイズで、値段は 2万円から20万円の
もの。   【写真・文 梅村直承】

子8(ケ2,)

全相場、騰勢強める
米景気懸念、3ヵ月ぶり高値

金
相
場
が
上
昇
し
、
３
カ
月
ぶ
り
の
高
値
を
付
け
た
。
米
国
景
気
の
先
行
き
に
対
す

る
懸
念
が
出
た
こ
と
で
、
ド
ル
の
代
苦
資
産
と
さ
れ
る
金
が
買
わ
れ
た
。
年
明
け
以
降
、

金
融
市
場
が
不
安
定
な
動
き
を
す
る
中
で
、
騰
勢
を
強
め
つ
つ
あ
る
。
国
内
で
は
マ
イ

ナ
ス
金
利
導
入
に
よ
る
将
来
的
な
不
安
も
金
買
い
を
後
押
し
し
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ス
金
利
、
買
い
後
押
し

一（Ｌ獅像諭騨対輩評部節的

旧
際
指
標
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
先
物
は
８
日
の
時
間
外
取

引
で
１
４

スす
１
１
７
５

ブレ
ド
近

辺
。
安
値
を

つ
け
た
２
カ
月

ほ
ど
前
か
ら
１
３
０
が
高
と

な
り
、
２
０
１
５
年
１０
月
下

句
以
来
の
水
準
に
な

っ
た
。

′
″
　
　
　
　
　
　
　
９
生

一　

先
週
末
に
公
表
さ
れ
た
米

一回
の
一展
用
統
計
が
力
強
さ
を

一惚
和
班
碑
舶
加
柳
”
ず
か
槌

一
つ
い
か
発
彪
牽
如
順
れ
此
使

一豊
島
逸
大
氏
は

「
金
相
場
の

論
の
裏
返
し
」
と
話
す
。

金
の
上
場
投
資
信
託

（
Ｅ

Ｔ
Ｆ
）
は
代
表
的
な
Ｓ
Ｐ
Ｄ

Ｒ

（
ス
パ
イ
ダ
ー
）
ゴ
ー
ル

ド

・
シ

ェ
ア
の
残
高
が
５
日

時
点

で
６
９
８

ン
ト、
に
な

っ

た
。
年
初
よ
り
５６

ン
‐、
多
い
。

Ｅ
Ｔ
Ｆ
に
は
年
金
関
連
な

ど
が
中
長
期
的
な
視
点
か
ら

投
資
し
て
い
る
。
先
物
市
場

で
活
発
に
短
期
売
買
す
る
フ

ァ
ン
ド
な
ど

の
資
金

と
違

い
、
相
場
の
先
行
き
を
読
む

う
え
で
参
考
指
標
に
な
る
。

金
相
場
の
昨
年
末
か
ら
の

上
昇
率
は
１
割
に
な

っ
た
。

株
式
相
場
が
乱
高
下
し
、
景

一

気
の
先
行
き
に
暗
雲
が
漂
う

一

| ~穐栢らは姦皇斎Fこ転じた
ドル/卜 ロイォンス

も
潜
在

的

に
膨
ら
む

（都
内
の
景
金
属
店
）

産
業
関
連
銘
柄
の
非
鉄
や
原

油
な
ど
が
軒
並
み
低
迷
す
る

な
か
で
、
資
産
の
側
面
が
強

い
金

の
値
上
が
り

が
目
立

つ
。
最
大
の
下
げ
材
料
だ

っ

た
米
国
の
政
策
金
利
引
き
上

げ
が
決
ま
り
、
値
上
が
り
し

や
す
い
地
合
い
に
転
じ
た
。

B4重 t駐′/ギ )
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中
国
外
貨
準
備

減
少
止
ま
ら
ず

元
買
い
介
入
主
因

【北
京

・
時
事
】
中
国

の
外
隻
準
備
の
減
少
が
止

ま
ら
な
い
。
１
月
末
の
残

高
は
３
兆
２
３
０
９
億

ブレ
ド

（約
３
７
８
兆
円
）
と
、

前
月
か
ら
９
９
５
億
が
減

り
、
３
カ
月
連
続
で
大
幅

な
落

ち
込

み
を

記
録

し

た
。
人
民
元
相
場
の
急
落

を
阻
止
す
る
た
め
、
中
国

人
民
銀
行
（中
央
銀
行
）
が

外
賃
準
備
を
取
り
崩
し
、

大
規
模
な
元
買
い

・
ド
ル

売
り
の
市
場
介
入
を
繰
り

返
し
て
い
る
こ
と
が
主
因

だ
が
、
経
済
危
機
な
ど
「万

が

一
」
の
事
態
に
備
え
る

外
隻
準
備
の
縮
小
に
懸
念

が
強
ま

っ
て
い
る
。

「３
兆
が
は
死
守
せ
ね

ば
な
ら
な
い
」
。
中
国
メ

デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、
人
民

銀
の
金
融
政
策
委
員
を
務

め
た
有
力
経
済
学
者
、
李

稲
葵

・
清
華
大
教
授
は
、

１
月
に
開
か
れ
た
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
、
危
機
感
を
あ
ら

わ
に
し
た
。

人
民
銀
は
国
有
銀
行
を

通
じ
た
介
入
な
ど
で

「人

民
元
防
衛
」
を
図
る
が
、

一
方
で
、
中
国
の
為
替
政

策
を
め
ぐ
る
不
透
明
感
が

市
場
を
不
安
に
さ
せ
て
い

る
。
市
場
関
係
者
は

「人

民
銀

の
意

図
が

読

め

な

い
」
と
嘆
く
。

1手お (ニマ/ギ )

押

薔

鈴

難

難

鞘

欝

行
）
は
２
日
、
個
人
向
け
住
宅

ロ
ー
ン
の
利
用
規
制

を
緩
和
す
る
と
発
表
し
た
。
１
軒
目
の
購
入
で
最
低

２５
％
と
し
て
い
る
頭
金
の
比
率
を
各
都
市
の
判
断
で

２０
％
ま
で
下
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。
１
軒
目
の
住

宅

ロ
ー
ン
を
払
い
終
え
て
い
な
く
て
も
、
３０
％
以
上

の
頭
金
が
あ
れ
ば

ロ
ー
ン
を
使

っ
た
２
軒
目
の
購
入

を
認
め
る
。
こ
れ
ま
で
は
４０
％
以
上
の
頭
金
が
必
要

だ

っ
た
。

イ
タ
リ
ア
の
レ
ン
ツ
ィ
首
相
が

就
任
し
て
２
年
が
た
つ
。
こ
の
中

道
左
派
の
首
相
が
直
面
す
る
問
題

は
低
成
長
や
移
民
問
題
な
ど
様
々

だ
が
、
同
国
の
銀
行
が
不
安
に
覆

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
彼
を
窮
地
に

融
部
門
の
不
良
債
権
の
急
拡
大
を

放
置
し
、
そ
の
規
模
は
と
て
っ
も

な
い
大
き
さ
に
達
し
た
。
銀
行
は

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
上
に
３
５
０
０

億

口千

（約
４４
兆
４
千
億
円
）
の
不

良
債
権
を
抱
え
、
こ
れ
は
国
内
総

生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
約
５
分
の
１

を
占
め
る
。

巨
額
不
良
債
権
に
投
資
家
の
懸

念
が
高
ま

っ
て
い
る
ほ
か
、
新
規

融
資
を
抑
え
経
済
回
復
の
機
会
を

逃
す
こ
と
に
な
る
。
金
融
再
編
を

遅
ら
せ
る
可
能
性
も
あ
る
。

レ
ン
ツ
ィ
首
相
は
こ
の
問
題
に

取
り
組
む
必
要
性
を
理
解
し
、
大

手
１０
行
の
合
併
を
促
す
法
律
を
打

ち
出
し
た
。
だ
が
銀
行
が
帳
簿
を

き
れ
い
に
す
る
と
同
時
に
欧
州
連

合

（
Ｅ
Ｕ
）
の
ル
ー
ル
内
で
事
業

を
展
開
す
る
た
め
の
青
写
真
を
ま

だ
示
せ
て
い
な
い
。

実
効
性
の
あ
る
解
決
に
は
政
治

的
に
痛
み
を
伴
う
行
動
が
求
め
ら

れ
る
。
小
規
模
の
個
人
投
資
家
を

ウ

ボ

ト

ド
イ
ツ
銀
株
が
急
落

利
払
い
能
力
に
不
安

【
ロ
ン
ド
ン
共
同
】
欧
　
つ
、
ド
イ
ツ
銀
行
の
株
価

州

の
金

融

最

大
手

の

一
一
が
急
落
し
て
い
る
。
債
券

合
め
た
債
権
者
に
負
担
を
求
め
る

一

「
ベ
イ
ル
イ
ン
」
が
必
要
か
も
し

れ
な
い
。
昨
秋
、
伊
政
府
が
銀
行

４
行
の
救
済
を
決
め
た
と
き
に
も

こ
う
し
た
状
況
が
み
ら
れ
た
。

レ
ン
ツ
ィ
氏
が
再
び
同
策
に
踏

み
切
る
の
を
た
め
ら
う
の
は
分
か

る
が
、
弱
者
を
保
護
す
る

一
方
、

あ
ら
ゆ
る
解
決
策
を
行
う
べ
き

だ
。
こ
れ
は

一
定
の
額
以
下
の
債

券
保
有
者
を
ベ
イ
ル
イ
ン
の
対
象

か
ら
外
す
こ
と
で
達
成
可
能
だ
。

レ
ン
ツ
ィ
氏
は
難
し
い
決
定
を

下
す
だ
け
の
ま
だ
政
治
力
を
保
持

し
て
い
る
。
不
良
債
権
の
問
題
は

無
視
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も
大
き

す
ぎ
る
。

債権者にも負担を

i3ヽとくユ/S,

（
‐８
日
付
、
社
説
）

――
英
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル

・
タ
イ
ム

ズ
特
約
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

の
利
払
い
能
力
に
不
安
が

一高
ま

っ
た
た
め
だ
。

同
銀
は
火
消
し
に
躍
起

だ
が
、
銀
行
株
の
売
り
は

欧
州
全
体
に
広
が
り
、
金

融
シ
ス
テ
ム
全
体
の
健
全

性
に
対
す
る
懸
念
も
く
す

ぶ
る
。

ド
イ
ツ
銀
の
株
価
は
８

日
に
９

・
５
物
急
落
し
、

９
日
も
４

・
３
物
の
大
幅

安
と
な

っ
た
。
２
０
１
５

年
１２
月
期
に
６８
億
腎

（約

８
８
０
０
億
円
）
の
最
終

（当
期
）
損
失
を
計
上
し
、

財
務
基
盤
の
弱
さ
が
指
摘

さ
れ
る
中
、
４
月
末
に
予

定
さ
れ
て
い
る
３
億
５
０

０
０

万

叶

の
利

払

い
が

で
き

る

か
疑

間

視

さ

れ

た
。同

銀
は

「約
１０
億
叫
の

支
払
い
余
力
が
あ
る
」
と

の
声
明
を
発
表
し
、
財
務

能
力
に
問
題
は
な
い
と
強

調
し
た
が
、
不
安
に
駆
ら

れ
た
投
資
家
は
銀
行
株
の

一
売
却
に
走

っ
た
。
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規制案は欧州で意見が割れている

一暑
ｍは振り捺
カ
ネ
の
流
れ
監
視

【
ベ
ル
リ
ン
＝
赤
川
省
吾
】
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
が

テ
ロ
資
金
対
策
と
し
て
、
現
金
の
使
用
を
制
限
す
る
検

討
に
入

っ
た
。
古
同
額
商
品
を
現
金
で
買
う
こ
と
を
禁
じ
、

高
額
の
ユ
ー
ロ
紙
幣
を
廃
止
す
る
。
テ
ロ
や
犯
罪
に
手

を
染
め
る
組
織
の
脱
税
や
資
金
洗
浄

（
マ
ネ
ー
ロ
ン
グ

リ
ン
グ
）
を
封
じ
込
め
る
狙
い
が
あ
る
。
実
現
す
れ
ば
、

Ｅ
Ｕ
域
内
外
の
消
費
者
に
影
響
が
出
そ
う
だ
。

構
想
は
２
月
に
入

っ
て
急

に
現
実
味
を
帯
び
た
。
独
仏

の
財
務
省
が
合
意
し
、
１２
日

の
Ｅ
Ｕ
の
財
務
相
会
合
で
取

り
上
げ
た
。
５
月
中
に
大
枠

が
固
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。

も
と
も
と

一
部
の
Ｅ
Ｕ
加

盟
国
で
は
、
犯
罪
対
策
の

一

環
と
し
て
現
金
の
支
払
い
に

上
限
を
設
け
る
動
き
が
あ

っ

た
。
消
費
者
保
護
機
関
の
Ｅ

Ｃ
Ｃ
に
よ
る
と
ス
ペ
イ
ン
で

は
原
則
と
し
て
２
５
０
０

口千

（約
３０
万
円
）
ま
で
。
今
後

は
欧
州
の
統

一
指
針
を
設
け

る
か
が
焦
点
と
な
る
。
欧
州

政
界
で
は
２
０
０
０
～
５
０

０
０

口千
に
す
べ
き
だ
と
の
意

見
が
多
い
。

足
並
み
を
そ
ろ
え
て
欧
州

中
央
銀
行

（
Ｅ
Ｃ
Ｂ
）
は
五

百

口千
札
を
廃
止
す
る
。

「
資

金
洗
浄
を
黙

っ
て
見
過
ご
す

現金の使用を

制限

仏独 の財務

省。南欧も支

持

ドイツなど北

部欧州の保守

系与党や経済

界

2016年 6月以

降に具体案

高 1猿紙 幣 廃 止 を 検 討

500ユーロ紙幣はあまり使わ
れていない一ロイター

わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
ク

ー
レ
専
務
理
事
は
１１
日
、
仏

紙
に
語

っ
た
。

「
ま
も
な
く

（廃
止
を
）
決
め
る
」
と
ま

で
踏
み
込
ん
だ
。

Ｅ
Ｃ
Ｂ
理
事
会
で
は
ド
ラ

ギ
総
裁
ら
も
高
額
紙
幣
が
犯

罪
に
使
わ
れ
て
い
る
と
の
懸

念
を
強
め
て
い
る
。
五
百

口千

札
は
日
常
生
活
で
は
ほ
と
ん

ど
使
わ
れ
て
い
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
金
額
ベ
ー
ス
で

現
金
流
通
量
の
３
割
を
占
め

る
。

「
犯
罪
目
的
だ
」
。
ド

ラ
ギ
氏
は
漏
ら
し
た
。

域
内
の
ス
ー
パ
ー
や
量
販

店
は
偽
札
で
あ
る
こ
と
を
警

戒
し
、
高
額
紙
幣
を
受
け
取

ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

一
連
の
規
制
策
が
導
入
さ

れ
れ
ば
、
古同
級
車
や
不
動
産
、

宝
飾
品
な
ど
も
現
金
で
買
う

の
が
難
し
く
な
る
。
Ｅ
Ｕ
域

外
か
ら
の
観
光
客
の
買
い
物

に
影
響
が
出
る
可
能
性
も
あ

る
。
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
で

の
支
払
い
や
銀
行
振
込
を
促

し
、
当
局
が
カ
ネ
の
流
れ
を

把
握
し
や
す
く
す
る
。

背
景
に
は
、

ユ
ー
ロ
圏
だ

け
で
な
く
、
中
東
や
旧
ソ
連

圏
の
ブ
ラ

ッ
ク

マ
ー
ケ

ッ
ト

で
ユ
ー
ロ
の
現
金
が
広
く
流

通
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

例
え
ば
欧
州
に
授
る
難
民
の

手
引
き
を
す
る
ト
ル
コ
の
密

航
業
者
は
、
ュ
ー
ロ
や
ド
ル

で
代
金
を
受
け
取
る
。
麻
薬

や
武
器
の
取
引
、
人
身
売
買

で
も

ユ
ー
ロ
が
使
わ
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
こ
う
し
て
不
正

蓄
財
し
た
現
金
が
ユ
ー
ロ
圏

に
再
び
持
ち
込
ま
れ
、
犯
罪

組
織
が
物
品
を
手
に
入
れ
る

の
を
阻
止
す
る
。

域
内
に
は
消
費
者
の
支
払

い
手
段
を
政
府
が
制
限
す
べ

き
で
は
な
い
と
の
慎
重
論
は

残
る
。
伝
統
的
に
現
金
を
重

ん
じ
る
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト

リ
ア
な
ど
北
部
欧
州
の
与
党

や
消
費
者

に
反
対
が
根
強

い
。
だ
が
各
国
政
府
は
や
む

を
得
な
い
と
の
立
場
。
ド
イ

ツ
財
務
省
は

「
現
金
が
な
く

な
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
説

得
に
回

っ
て
い
る
。



ゎし音④

／
扱

い

か

ら

決

済

手

段

に

百
保
護
な
ど
の
課
題
が

０
種
類
あ
り
、
代
表
的
な
ビ
ッ
ト

何
内
に
監
督
官
庁
が
存

コ
イ
ン
は
昨
年
１１
月
時
点
で
時
価

拙
址
唯
綻
韓
帥
俺
が
朝
市
陸
岬
難
　
ｔ
相
単
　
離
肘
げ
妊
帳
多
燦
向
庫
敵
勘
穀
彬

蔀
鞠
跡
釣
品
鰐
赳
型
那
Ⅶ
舞
距
続

び
る
体
制
を
整
え
る
。
　

決
済
手
段
と
し
て
期
待
さ
れ
る

一

真
の
定
義
と
し
て
２
点

方
で
、
各
国
の
金
融
当
局
が
資
金

１
つ
は
物
品
購
入
な

洗
浄
対
策
な
ど
か
ら
法
規
制
に
乗

し
き
る
「
交
換
の
媒
介
」

り
だ
し
て
い
る
。

二未と_くちギ)

エ
ア
バ
ス
、
前
期
１５
％
増
益

【
ロ
ン
ド
ン
＝
竹
内
康
雄
】
欧
州
航
空
防
衛
大
手

エ
ア
バ
ス

・
グ
ル
ー
プ
が
２４
口
発
表
し
た
２
０
１
５

年
通
期
決
算
は
、
最
終
利
益
が
前
年
比
１５
％
増
え
、

２７
億

口千

（約
３
３
０
０
億
円
）
だ

っ
た
。
軍
用
機
や

衛
星
の
納
入
が
好
調
だ

っ
た
防
衛
宇
宙
部
門
が
け
ん

引
し
た
ほ
か
、
民
間
航
空
機
部
門
は
堅
調
だ

っ
た
。

売
上
高
は
６
％
増
の
６
４
５
億

口千
だ

つ
た
。

ク
リ
ン
ト
ン
氏
が

日
中
通
貨
安
批
判

米
地
方
紙
に
寄
稿

【
コ
ロ
ン
ビ
ア

（米
南

部

サ

ウ

ス
カ

ロ
ラ
イ

ナ

州
）
西
田
進

一
郎
】
米
大

統
領
選
の
民
主
党
最
有
力

候
補
、
ヒ
ラ
リ
ー

・
ク
リ

ン
ト
ン
前
国
務
長
富
（
６８
）

は
２３
日
、
通
商
政
策
を
巡

っ
て
地
方
紙
に
寄
稿
し
、

日
本
や
中
国
な
ど
が
為
替

操
作
で
自
国
製
品
を
安
く

争
Ｓ

（
２
／
ポ
】

し
て
お
り
、
大
統
領
に
就

国
々
は
数
年
に
わ
た

っ
て

任
す
れ
ば
対
抗
措
置
を
取

通
貨
の
価
値
を
低
く
抑
え

る
と
の
考
え
を
示
し
た
。
　

る
こ
と
で
自
国
の
製
品
を

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

人

為

的

に
安

く

し

て
き

ッ
プ
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

へ
　
た
」
と
指
摘
。
関
税
な
ど

の
反
対
姿
勢
も
改
め
て
強

で

「効
果
的
で
新
た
な
措

調
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
置
」
を
と
る
考
え
を
示
し
、

ク
リ
ン
ト
ン
氏
は

「大

米
国
の
労
働
者
を
保
護
す

統
領
に
選
ば
れ
れ
ば
、
世

る
姿
勢
を
印
象
づ
け
た
。

界
貿
易
に
お
け
る
競
争
条

　

同
党
の
候
補
指
名
を
争

件
を
公
平
に
す
る
」
と
の

一つ
バ
ー

ニ
ー

・
サ
ン
ダ
ー

タ
イ
ト
ル
で
、
３
月
１
日

ス
上
院
議
員
（７４
）
は
、
中

か
ら
崎
日
に
予
備
選

・
党

国
の
為
替
操
作
を
問
題
視

員
集
会
が
行
わ
れ
る
ミ
ネ

し
、
労
働
者
保
護
を
掲
げ

ソ
タ
▽
メ
ー
ン
▽
オ

ハ
イ

て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
す
る
。

オ
ー
ー
州
の
地
元
紙
３
紙

ク
リ
ン
ト
ン
氏
も
姿
勢
を

に
寄
稿
し
た
。
　
　
　
　
　
・
鮮
明
に
す
る
こ
と
で
、
労

為
替
問
題
で
は

「中
国

働
組
合
な
ど
の
取
り
込
み

や
日
本
、
他
の
ア
ジ
ア
の

を
図
る
狙
い
が
あ
る
。

クリン トン前国
務長自=AP

卜亀奈宝(室 /2‐も)


